
B＆K GFaI 日東紡音響エンジニアリング Müller-BBM 中部電力＆熊谷組 小野測器

ビームフォーミング タイプ 7768 アコースティック・カメラ ノイズビジョン リアルサウンドロケーション リアルタイム音カメラ 三次元ＳＩ計測システム（グラデュオ）

・世界的に高名、業界最大手
・ソフト及びハード共に豊富なラインナップ
・近接ホログラフィーへの拡張が可能
・複雑なモジュールの組合せの習得が必要
・ＮＶＨ専門家や熟練者向き
　

・セッティング及び測定が容易
・超高速データ処理及びマッピング解析
・ソフト機能は他社を圧倒する完成度
・高時間分解能、高空間分解能
・広範囲な測定対象物に対応可能

・全方位音源探査システム
・車室内などの小空間内での音源探査が得意
・工場内などの厳しい環境下での使用も可能
・セッティング及び操作は簡単
・国内音源探査システムメーカでは実績No.１

・東陽テクニカのＰＡＫシステムの一環として販売
・周波数ドメイン（FFT）法での処理・操作
・国内の実績は聞かない
・画像は別途はめ込む
・東陽の他の音源探査装置と併用すれば使用に耐える？

・中部電力、熊谷組及び信州大学が共同で開発
・自社内のみでの使用を念頭に開発されたので販売せず
・発電所や変電所、高架橋等を得意とする
・設定、操作は容易で移動しながらの測定も可能
・リアルタイムでの音源探査が可能（０７年３月にリリース）

・リオンと並ぶ国内最大手の音響振動計測器メーカ
・海外マーケットにおける影響力は激減した
・過渡音、非定常音などの測定は不可
・他の音源探査システムより非常に低価格
・測定方法の習熟が必要

約２０台（ホログラフィ仕様も含む） 約１５台（２００４年より） 約２０台（２００３年より） 数台 コンサルタント業務として数十件（２００１年より） トヨタ自動車、NOKなど数十台

４０００万円以上 ２５００万円以上 １８００万円以上 ２５００万円以上 販売はせずコンサルに特化 ４８０万円以上

周波数ドメイン タイムドメイン 周波数ドメイン 周波数ドメイン オリジナルアルゴリズム クロススペクトル法

方式 ビームフォーミング（ホログラフィー）  ビームフォーミング ビームフォーミング ビームフォーミング 三角関数法 音響インテンシティー法

解析諸量 音圧　インテンシティー　粒子速度 音圧 音圧 音圧 音圧 インテンシティー　音圧　粒子速度

データレコーダー タイプ ７７０１ mcdRec１９２ ＴＥＡＣ社製　ＬＸ－２０ Mobile MKII ＡＤ カード ＤＳ－２１００ （４０ｋＨｚ２/４ユニット、１００ｋＨｚ２ｃｈユニット）

チャンネル数 ４２　６６　９０ ４８ ３１ １６　３２　６４ １２８ ５チャンネル ２～３２

最大サンプリング周波数 ６５ ｋHz １９２ ｋHz ２４ｋＨｚ １０２．４ｋHz １６ｋＨｚ ２５６ｋＨｚ

Ａ/Ｄビット数 ２４ビット ２４ ビット １６ ビット ２４ビット １６ ビット ２４ビット

周波数レンジ ５００Ｈｚ～ ２５．６ｋHz（±０．１ｄB） １００Hz ～ ２０ｋHz（-１ｄB）、８０ｋＨｚ（-３dB) ２００ ～ ８０００ Hz（±０．５ｄB） ５００ ～ ８０００ Hz １００Ｈｚ～４５００Ｈｚ　１０Ｈｚ～５５０Ｈｚ　１０Ｈｚ以下 ＤＣ～１００ｋＨｚ（２～４ｃｈ）

ダイナミックレンジ １２４ ｄB（１６０ｄＢ） １３０ ｄB １００ ｄＢ １００ ｄＢ １３０ｄＢ １００ｄＢ

測定記録時間 ６４秒（１２．８ｋＨｚ） ４２秒（１９２ｋＨｚ） 最大１８０秒まで可能 任意（ＨＤＤの容量に依存） 数分 任意（ＨＤＤの容量に依存） 約５分２７分（８ｃｈ、５ｋＨｚレンジ）

バッファーメモリ 記載なし ８ Ｍ/チャンネル １．６ Ｍ/チャンネル １７Ｍ/チャンネル 記載なし １２８ＭＢ

外部入力チャンネル数 用途別追加モジュール １２チャンネル×デジタル（アナログ追加可） １チャンネル×アナログ オプション １チャンネル １チャンネル

ＰＣインターフェース １００Base １ＧＢイーサーネット ＩＥＥＥ１３９４ １ＧＢイーサーネット ＰＣ カード ＯＮＯ－ＬＩＮＫⅡ（ＰＣＩ） ＯＮＯ－ＬＩＮＫⅡ（ＣＡＲＤ）ＰＣカード

最大ケーブル長 アレーまで：５０ｍ　ＰＣまで：５０ｍ アレーまで：５０ｍ　ＰＣまで：５０ｍ アレーまで：５ｍ　ＰＣまで：５ｍ アレーまで：５ｍ　ＰＣまで：５ｍ アレーまで３０ｍ マイクロフォンから５ｍ

動作環境温度 ０ ～ ４０ ℃ ０ ～ ４０ ℃ ５－３５℃ -２０ ～ ４０℃ ０ ～ ６０ ℃ ０ ～ ４０ ℃

寸法/重量 約１０ｋｇ ８ ｋｇ ４．１ｋｇ ６．３ｋｇ ～数百ｇ ２．３ｋｇ

電源仕様 １００ Ｖ １００ Ｖ ８０ ＶＡ ＤＣ１１～３０Ｖ　 DC１０～３２V ＡＣ１００Ｖ １００Ｖ ～２４０ＶＡＣ　ＤＣ１２Ｖ／ＤＣ２４Ｖ

その他  他のモジュール(PULSEシリーズ）が必要 無音設計 他社製品を使用 他のＰＡＫシステムへの拡張有 データはＰＣへ直接おとす 無音設計 

マイクロフォンアレー ホイールアレー WA０８９０ Ｖ４２　６６　９０ リング４８（スフィアー３６、スター４８） 球形マイクロフォンアレー スパイラル オリジナルマイクロフォンアレー テトラホン ＭＩ－６４２０　

マイクロフォンの数 ４２　６６　９０　チャンネル ４８チャンネル　 ３１チャンネル ３６チャンネル ５チャンネル ４チャンネル

アレーの形状、寸法 ホイール状 　６５ｃｍ-２ｍφ リング状７５ｃｍφ（３本放射状、アーム長２ｍ） ２６０ｍｍφ（大)　１６５ｍｍφ（小） 円形スケルトン約７０cmφ 正四角錐 正四面体の頂点にマイクロフォンが配置

マイクロフォンの型式 アレーマイクロフォンタイプ ４９５１ ECM スタジオマイク 球バッフルマイクロホン 測定用マイクロフォン 計測用マイクロフォン　振動センサー １/４インチ径 バックエレクトレット コンデンサマイクロフォン

５０ ～ ５０００ Hz　± ２ｄB（２０ｋＨｚ） ４０Ｈｚ～２０ｋHz、１ｄB　（５０ｋＨｚ） ２００～５０００Hz(大）　３００～８０００Ｈｚ(小） ５００ ～ ８０００ Hz １００Ｈｚ～４５００Ｈｚ　１０Ｈｚ～５５０Ｈｚ　１０Ｈｚ以下 ４０Ｈｚ～１．２ ｋＨｚ －1 ± 1 ｄＢ

１２０Ｈｚ～３．６ ｋＨｚ －1 ± 1 dB ～５ｋＨｚ －2 ± 1 dB

ダイナミックレンジ ３２ ～ １４０ ｄB ２４ ～ １３０ ｄB ３０ｄＢ～１００ｄＢ ３０ｄＢ～１００ｄＢ ２０ｄＢ ～ １３０ｄＢ ３２～１２５ｄＢ

測定範囲（距離） 数ｍ～１００ｍ ０．４～３００ｍ （オプションアレーを含む） ５０ｃｍ ～　数十ｍ ３ｍ １ｍ ～ 数百ｍ（音波の到達する距離まで可能） １～９９９９ｍｍ（1mm ～ ９９９ｃｍ）

付属カメラ １個 １個 12個 ＣＣＤカメラ １個 １個 無

校正 定期的 任意 任意だが定期的なオーバーホールが望ましい 定期的 定期的 校正機能有（専用校正器を用いたシーケンス機能）

重量 約１０ｋｇ　 ５ ｋｇ １２ ｋｇ（大）　３．６ ｋｇ（小） 約５ ｋｇ 約１ｋｇ ３００ｇ

その他 近接ホログラフィーへの拡張有 測定対象物によりアレーを選択 大型と小型の２種類 アレーは１種類のみ 周波数帯に応じて３種類 ２０と６０ｍｍギャップタイプの２種類のプローブ有

ソフトウエアー PULSE ノイズイメージ３ Ｎｏｉｓｅ Ｖｉｓｉｏｎ 分析システム PAKシステム Outdoor Noise ver.2.0 ＤＳ－０２２５ 三次元音響インテンシティ測定ソフトウエア

動作ＯＳ Windows 2000, XP 英語版 Windows ＸＰ Professional 英語版 WindowsXP 日本語版 Windows 2000 英語版 WindowsXP 日本語版 WindowsXP 日本語版

測定データの保存 HDDに保存 ＨＤＤに保存　*.ｃｈｌ HDDに保存 HDDに保存 HDDに保存 HDDに保存

データー処理方式 写真 動画 ３Ｄ 写真 動画 ビデオ動画 ３Ｄ 写真、動画、ビデオ動画 写真 写真 動画 カラー等高線、三次元ベクトルマップ　画像重ね書き表示

処理範囲の選択 任意周波数範囲及び時間 任意周波数範囲及び時間 FFT オクターブバンド FFT、APS、CPS 任意周波数範囲及び時間 特定の周波数

データー処理ピクセル ６０測定ポイント(８０００ターゲットポイント） 任意（例１００×１００　３００×３００） ６４０*４８０（ＶＧＡ） ６４０*４８０（ＶＧＡ） 1000ポイント 最大１０面１０００点

最大動画処理 ２００フレーム/秒 １９２，０００フレーム/秒 ３０フレーム/秒 動画機能無 ３０フレーム/秒 無

背景写真 自動 自動　エッジ処理 自動 半自動 自動 測定物の画像は後で貼り込む必要有

音源再生 ピクセル毎の再生も可能 ピクセル毎の再生も可能 可能 なし 可能 無

FFT処理 データ及びピクセル データ及びピクセル データ データ及びピクセル データ及びピクセル ピクセル

フィルター 1/１、1/３オクターブ　狭帯域　A特性 狭帯域　A 特性 1/１、1/３オクターブ　狭帯域　Ａ特性 オクターブフィルター 1/３オクターブ　狭帯域　A特性 狭帯域　オクターブ

音圧表示範囲の選定 最大値-最小値の自動設定及び任意設定が可能 最大値-最小値の自動設定及び任意設定が可能 全画面表示(固定） 全画面表示(固定） 音源の大きさで表示（色による表示ではない） 全画面表示(固定）

処理データーの保存 UFF、 BUFF、PULSE　ASCII *.spm, *.spc, *.avi, *.jpg, *.bmp *.txt 独自フォーマット　*.avi, *.jpg, *.bmp *.txt 独自フォーマット　*.avi, *.jpg, *.bmp *.txt 独自フォーマット　*.avi, *.jpg, *.bmp *.txt ORF WAVE DADiSP MATLAB UFF 

処理データーのサイズ 数十MB 数十MB 数十MB 数十MB １０秒の測定で２０～３０MB 数ＭＢ

リアルタイム表示 有 無 無 有 有 無

その他 サイドロープ低減機能　 次数解析、次数マッピングが可能 音源強度差算出ソフト（対策前後の効果量を算出） エンジンの回転トラッキング機能 周波数で色分け表示 周波数：１０通りまで設定　音源方向表示

セッティング ３０分 約１0分 約１５分 数十分 約１０分 数十分から１時間

測定 数分 数秒～３分 数分 数分 数分 数十分から１時間

画像完成までの時間 数十分 数十秒 数分 数十分 数分 画像は無

詳細解析時間 数十分 １０～２０分 対象外 数十分 数分 数十分から１時間

片付け 数十分 １０分 約１５分 数十分 約１０分 数十分

標準測定所要時間 約３時間（近接ホログラフィーだと半日以上要） 約３０分 約３０分 約１時間 数十分から 約２時間～３時間

音源探査システム仕様比較表

測定から解析までの所要時間

処理アルゴリズム

会社及び製品の特徴

メーカー

製品名

国内納入実績

市販価格

周波数特性


